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■　目　次　■

　 介 護 保 険 法 に 基 づ く 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 等 の 指 定 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 知 事　 佐　 竹　 敬　 久

秋 田 県 規 則 第 二 十 号

　　　 介 護 保 険 法 に 基 づ く 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 等 の 指 定 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 介 護 保 険 法 に 基 づ く 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 等 の 指 定 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 一 年 秋 田 県 規 則 第 六 十 三 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 第 十 二 号 を 削 り 、 同 項 第 十 三 号 中 「 法 第 百 七 条 の 二 第 一 項 」 を 「 健 康 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律

（ 平 成 十 八 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 附 則 第 百 三 十 条 の 二 第 一 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る こ と と さ れ る 同 法 第 二 十

六 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 （ 以 下 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 百 七 条 の 二 第 一 項 」 に 、 「 よ る 法 」 を 「 よ る 旧 法 」 に 改 め 、

同 号 を 同 項 第 十 二 号 と し 、 同 項 第 十 四 号 中 「 法 」 を 「 旧 法 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 十 三 号 と し 、 同 項 中 第 十 五 号 を 第 十

四 号 と し 、 第 十 六 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 十 七 号 を 第 十 六 号 と し 、 同 条 第 二 項 第 二 号 中 「 、 第 百 十 一 条 」 を 削 り 、 「 並 び

に 」 を 「 、 旧 法 第 百 十 一 条 並 び に 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 第 百 十 三 条 」 を 「 旧 法 第 百 十 三 条 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 中 「 第 十 四 号 」 を 「 第 十 三 号 」 に 、 「 を 処 分 し た と き （ 不 利 益 処 分 を し た と き を 除 く 。 ） 」

を 「 に 対 す る 処 分 （ 拒 否 す る も の を 除 く 。 ） を し た と き 」 に 改 め 、 同 条 中 第 五 項 を 第 六 項 と し 、 第 四 項 の 次 に 次 の 一 項

を 加 え る 。

５　 知 事 は 、 法 第 七 十 七 条 第 一 項 、 第 八 十 四 条 第 一 項 、 第 九 十 二 条 第 一 項 、 第 百 四 条 第 一 項 、 第 百 十 五 条 の 九 第 一 項 若

し く は 第 百 十 五 条 の 三 十 五 第 六 項 、 旧 法 第 百 十 四 条 第 一 項 又 は 令 第 十 一 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 若 し く は 許 可

を 取 り 消 し 、 又 は 指 定 若 し く は 許 可 の 全 部 若 し く は 一 部 の 効 力 を 停 止 し た と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 （ 指 定 市 町 村 事 務

受 託 法 人 に あ っ て は 、 第 二 号 を 除 く 。 ） を 市 町 村 長 に 通 知 す る も の と す る 。

　 一　 第 一 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 事 項

　 二　 介 護 保 険 事 業 者 番 号

　 三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

　 第 五 条 第 一 項 中 「 、 第 百 十 三 条 の 二 第 四 項 又 は 」 を 「 若 し く は 」 に 、 「 の 規 定 」 を 「 又 は 旧 法 第 百 十 三 条 の 二 第 四 項

の 規 定 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 法 第 七 十 八 条 、 第 八 十 五 条 若 し く は 第 百 十 五 条 の 十 又 は 」 を 削 り 、 同 項 第 一 号 を 次 の

よ う に 改 め る 。

　 一　 当 該 処 分 に 係 る 事 務 所 の 名 称 及 び 所 在 地

　 第 五 条 第 二 項 中 第 二 号 を 第 四 号 と し 、 第 一 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　 二　 指 定 市 町 村 事 務 受 託 法 人 の 名 称 及 び 住 所 並 び に そ の 代 表 者 の 氏 名 及 び 住 所

　 三　 当 該 処 分 に 係 る 受 託 事 務 の 種 類

　 第 五 条 第 三 項 を 削 る 。

　 第 六 条 を 削 り 、 第 七 条 を 第 六 条 と す る 。

　　　規　則
　○介護保険法に基づく指定居宅サービス事業者等の指定等に関する規則の一部を改正する規則（２０・長寿社
　　会課）…………………………………………………………………………………………………………………………１
　○児童福祉法施行細則の一部を改正する規則（２１・障害福祉課）……………………………………………………２
　○障害者自立支援法に基づく指定障害福祉サービス事業者、指定障害者支援施設及び指定相談支援事業者の指
　　定等に関する規則の一部を改正する規則（２２・障害福祉課）………………………………………………………２
　○秋田県立衛生看護学院学則の一部を改正する規則（２３・医務薬事課）……………………………………………３
　○秋田県医学生修学資金等貸与条例施行規則の一部を改正する規則（２４・医師確保対策室）……………………４
　　　議会訓令
　○秋田県議会事務局の組織及び事務に関する規程の一部を改正する訓令（２・議会事務局総務課）………………４
　○秋田県議会公印取扱規程の一部を改正する訓令（３・議会事務局総務課）…………………………………………６
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　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

　 児 童 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 知 事　 佐　 竹　 敬　 久

秋 田 県 規 則 第 二 十 一 号

　　　 児 童 福 祉 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 児 童 福 祉 法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 八 年 秋 田 県 規 則 第 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 三 号 中 「 障 害 児 施 設 給 付 費 」 を 「 障 害 児 入 所 給 付 費 」 に 改 め 、 同 項 第 四 号 中 「 施 設 給 付 決

定 保 護 者 」 を 「 入 所 給 付 決 定 保 護 者 」 に 、 「 施 設 受 給 者 証 」 を 「 入 所 受 給 者 証 」 に 改 め 、 同 項 第 五 号 中 「 施 設 給 付 決

定 」 を 「 入 所 給 付 決 定 」 に 改 め 、 同 項 第 六 号 中 「 施 設 給 付 決 定 保 護 者 」 を 「 入 所 給 付 決 定 保 護 者 」 に 、 「 施 設 受 給 者

証 」 を 「 入 所 受 給 者 証 」 に 改 め 、 同 項 第 二 十 三 号 か ら 第 二 十 七 号 ま で を 削 り 、 同 項 第 二 十 二 号 中 「 第 五 十 七 条 の 四 」 を

「 第 五 十 七 条 の 四 第 二 項 」 に 、 「 提 出 」 を 「 提 供 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 十 三 号 と し 、 同 項 第 二 十 一 号 中 「 第 五 十 七

条 の 三 第 一 項 」 を 「 第 五 十 七 条 の 三 第 二 項 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 十 二 号 と し 、 同 項 第 二 十 号 中 「 第 八 号 か ら 第 十 号

ま で 、 第 十 二 号 、 第 十 五 号 、 第 十 六 号 及 び 第 二 十 一 号 か ら 第 二 十 三 号 ま で 」 を 「 第 九 号 か ら 第 十 一 号 ま で 、 第 十 三 号 、

第 十 六 号 及 び 第 十 七 号 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 十 一 号 と し 、 同 項 中 第 十 九 号 を 削 り 、 第 十 八 号 を 第 二 十 号 と し 、 第 十

七 号 を 第 十 九 号 と し 、 第 十 六 号 を 第 十 七 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 十 八　 法 第 三 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 一 時 保 護 を 加 え 、 又 は 一 時 保 護 を 加 え る こ と を 委 託 す る こ と 。

　 第 二 条 第 一 項 中 第 十 五 号 を 第 十 六 号 と し 、 第 八 号 か ら 第 十 四 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 七 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加

え る 。

　 八　 法 第 二 十 四 条 の 二 十 四 の 規 定 に よ る 障 害 児 入 所 給 付 費 等 （ 障 害 児 入 所 給 付 費 及 び 特 定 入 所 障 害 児 食 費 等 給 付 費 に

限 る 。 ） の 支 給 の 要 否 を 決 定 す る こ と 。

　 第 二 条 第 一 項 第 二 十 八 号 中 「 第 二 十 七 条 の 二 第 一 項 」 を 「 第 二 十 七 条 の 二 」 に 、 「 負 担 上 限 月 額 」 を 「 障 害 児 入 所 支

援 負 担 上 限 月 額 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 十 四 号 と し 、 同 項 第 二 十 九 号 中 「 第 二 十 七 条 の 十 一 第 一 項 」 を 「 第 二 十 七 条

の 十 三 第 一 項 」 に 、 「 障 害 児 施 設 医 療 負 担 上 限 月 額 」 を 「 障 害 児 入 所 医 療 負 担 上 限 月 額 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 二 十 五

号 と し 、 同 項 第 三 十 号 を 同 項 第 二 十 六 号 と す る 。

　 第 五 条 中 「 第 二 項 、 」 を 「 第 二 項 若 し く は 」 に 改 め 、 「 若 し く は 第 六 十 三 条 の 三 第 一 項 」 を 削 る 。

　 第 八 条 第 三 項 中 「 若 し く は 第 三 項 又 は 第 六 十 三 条 の 二 第 一 項 若 し く は 第 二 項 」 を 「 又 は 第 三 項 」 に 改 め る 。

　 第 十 条 第 一 項 中 「 第 二 項 、 」 を 「 第 二 項 若 し く は 」 に 改 め 、 「 若 し く は 第 六 十 三 条 の 三 第 一 項 」 を 削 り 、 同 条 第 四 項

中 「 又 は 第 六 十 三 条 の 二 第 一 項 若 し く は 第 二 項 」 を 削 る 。

　 第 十 一 条 の 見 出 し 中 「 等 」 を 削 り 、 同 条 第 一 項 中 「 様 式 第 一 号 」 を 「 別 記 様 式 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 削 る 。

　 様 式 第 一 号 中 「第10条第１項 」 を 「第11条 」 に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 と す る 。

　 様 式 第 二 号 を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

　 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 及 び 指 定 相 談 支 援 事 業 者 の 指 定 等 に 関

す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 知 事　 佐　 竹　 敬　 久

秋 田 県 規 則 第 二 十 二 号

　　　 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 及 び 指 定 相 談 支 援 事 業 者 の 指 定 等

　　　 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ く 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 及 び 指 定 相 談 支 援 事 業 者 の 指 定 等 に 関

す る 規 則 （ 平 成 十 八 年 秋 田 県 規 則 第 百 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 題 名 及 び 第 一 条 中 「 指 定 相 談 支 援 事 業 者 」 を 「 指 定 一 般 相 談 支 援 事 業 者 」 に 改 め る 。

　 第 二 条 第 五 号 を 削 り 、 同 条 第 六 号 中 「 及 び 指 定 相 談 支 援 事 業 者 」 、 「 若 し く は 指 定 相 談 支 援 」 及 び 「 廃 止 、 休 止 、 若

し く は 」 を 削 り 、 同 号 を 同 条 第 五 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 六　 法 第 四 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 の 廃 止 又 は 休 止 の 届 出

　 第 二 条 第 七 号 中 「 第 四 十 六 条 第 二 項 」 を 「 第 四 十 六 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 三 号 を 加 え る 。
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　 九　 法 第 五 十 一 条 の 十 九 第 一 項 （ 法 第 五 十 一 条 の 二 十 一 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 指 定 一

般 相 談 支 援 事 業 者 の 指 定 又 は 当 該 指 定 の 更 新 の 申 請

　 十　 法 第 五 十 一 条 の 二 十 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 指 定 一 般 相 談 支 援 事 業 者 の 変 更 又 は 指 定 地 域 相 談 支 援 の 事 業 の 再 開 の

届 出

　 十 一　 法 第 五 十 一 条 の 二 十 五 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 定 地 域 相 談 支 援 の 事 業 の 廃 止 又 は 休 止 の 届 出

　 第 三 条 中 「 指 定 相 談 支 援 事 業 者 」 を 「 指 定 一 般 相 談 支 援 事 業 者 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 第 一 項 中 「 第 五 号 ま で 」 を 「 第 四 号 ま で 若 し く は 第 九 号 」 に 、 「 指 定 、 指 定 の 更 新 若 し く は 指 定 の 変 更 、 同 条

第 六 号 か ら 第 八 号 ま で 」 を 「 申 請 に 対 す る 処 分 （ 拒 否 す る も の を 除 く 。 ） 、 同 条 第 五 号 か ら 第 八 号 ま で 、 第 十 号 若 し く

は 第 十 一 号 」 に 改 め 、 「 及 び 第 四 項 」 を 削 り 、 「 の 規 定 」 を 「 若 し く は 法 第 五 十 一 条 の 二 十 九 第 一 項 の 規 定 」 に 、 「 取

り 消 し 」 を 「 取 消 し 」 に 、 「 指 定 等 」 を 「 処 分 等 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 指 定 相 談 支 援 事 業 者 」 を 「 指 定 一 般 相 談 支

援 事 業 者 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 こ と が で き る 」 を 「 こ と が あ る 」 に 改 め る 。

　 第 五 条 中 「 第 五 十 一 条 」 の 下 に 「 又 は 法 第 五 十 一 条 の 三 十 第 一 項 」 を 加 え る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

　 秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 学 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 知 事　 佐　 竹　 敬　 久

秋 田 県 規 則 第 二 十 三 号

　　　 秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 学 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 秋 田 県 立 衛 生 看 護 学 院 学 則 （ 昭 和 五 十 四 年 秋 田 県 規 則 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 九 条 第 三 項 中 「 卒 業 証 書 （ 別 記 様 式 第 一 号 及 び 第 二 号 ） 」 を 「 別 に 定 め る 様 式 に よ る 卒 業 証 書 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 一 号 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 一　 保 健 科

授 業 科 目

公 衆 衛 生 看 護 学

　 公 衆 衛 生 看 護 学 概 論

　　 公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 Ⅰ

　　 公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 Ⅱ

　 公 衆 衛 生 看 護 管 理 論

　　 公 衆 衛 生 看 護 管 理 論

　　 健 康 危 機 管 理 活 動

　 公 衆 衛 生 看 護 活 動 展 開 論

　　 地 区 活 動 論 Ⅰ

　　 地 区 活 動 論 Ⅱ

　　 社 会 調 査 技 法

　 個 人 ・ 家 族 ・ 集 団 ・ 組 織 の 支 援

　　 地 域 ケ ア シ ス テ ム

　　 地 域 組 織 化 活 動

　　 健 康 教 育 論 Ⅰ

　　 健 康 教 育 論 Ⅱ

　　 家 族 支 援 論 Ⅰ

　　 家 族 支 援 論 Ⅱ

　　 家 族 心 理 学

　　 カ ウ ン セ リ ン グ 技 術

　　 母 子 保 健 活 動

　　 成 人 保 健 活 動

　　 産 業 保 健 活 動

　　 高 齢 者 保 健 活 動

　　 感 染 症 保 健 活 動

　　 障 害 児 ・ 者 保 健 活 動

単 位 数

一
一

一
一

一
三

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一
一

一

時 間 数
一 五

三 〇
一 五

一 五
一 五

九 〇
三 〇

三 〇
三 〇

一 五
三 〇

一 五
三 〇

一 五
一 五

三 〇
三 〇

一 五
三 〇

一 五
一 五

摘 要
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議 会 訓 令

　 別 表 第 二 号 の 表 中 「 助 産 学 概 論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　　　 一 ｜　　　　　　 三

〇 」 を 「 助 産 学 概 論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　　　 一 ｜　　　　　　 一 五 」 に 、 「 助

産 管 理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　　　 一 ｜　　　　　　 一 五 」 を 「 助 産 管 理　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　　　 二 ｜　　　　　　 三 〇 」 に 、 「 三 三 」 を 「 三 四 」 に 改 め

る 。

　 別 記 様 式 第 一 号 及 び 別 記 様 式 第 二 号 を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

　 秋 田 県 医 学 生 修 学 資 金 等 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 知 事　 佐　 竹　 敬　 久

秋 田 県 規 則 第 二 十 四 号

　　　 秋 田 県 医 学 生 修 学 資 金 等 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 秋 田 県 医 学 生 修 学 資 金 等 貸 与 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 七 年 秋 田 県 規 則 第 五 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 中 「 設 置 す る 病 院 」 の 下 に 「 、 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 号 ） 第 四 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 社 会

医 療 法 人 が 設 置 す る 病 院 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 三 条 の 表 第 十 九 条 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

秋 田 県 議 会 訓 令 第 二 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事 務 局 一 般

　 秋 田 県 議 会 事 務 局 の 組 織 及 び 事 務 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

　　 地 域 精 神 保 健 活 動

　　 難 病 保 健 活 動

疫 学

　　 疫 学 Ⅰ

　　 疫 学 Ⅱ

保 健 統 計 学

　　 保 健 統 計 学

保 健 医 療 福 祉 行 政 論

　　 保 健 医 療 福 祉 行 政 論 Ⅰ

　　 保 健 医 療 福 祉 行 政 論 Ⅱ

　　 健 康 政 策 論

公 衆 衛 生 看 護 学 実 習

　　 個 人 ・ 家 族 ・ 集 団 ・ 組 織 の 支 援 実 習

　　 公 衆 衛 生 看 護 活 動 展 開 論 実 習

　　 公 衆 衛 生 看 護 管 理 論 実 習
合 計

一
一

二
二

二
一

一
一

三
三

四 〇

一 五
一 五

三 〇
三 〇

三 〇
一 五

一 五
三 〇

一 三 五

一 三 五

九 七 五

第 十 九 条 第 十 二 条 第 二 号

麻 酔 科

第 十 六 条 第 二 号

麻 酔 科 並 び に 総 合 診 療 （ 患 者 を 総 合 的 に

診 断 し 、 か つ 、 必 要 に 応 じ 、 当 該 患 者 の

治 療 を 行 い 、 又 は そ の 疾 患 の 状 態 に 応 じ

た 適 切 な 診 療 科 若 し く は 医 療 機 関 を 紹 介

す る こ と を い う 。 ） を 実 施 す る 診 療 科

⎩
⎨

⎧



−５−

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 議 会 議 長　 大　 里　 祐　 一

　　　 秋 田 県 議 会 事 務 局 の 組 織 及 び 事 務 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

　 秋 田 県 議 会 事 務 局 の 組 織 及 び 事 務 に 関 す る 規 程 （ 昭 和 三 十 年 十 月 一 日 制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「 第 五 章　 削 除

　 目 次 中 「 第 四 条 」 を 「 第 五 条 」 に 改 め 、 「 第 五 条 ・ 」 を 削 り 、 「 第 十 二 条 」 を 「 第 十 五 条 」 に 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 六 章　 職 員 の 人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を 「 第 五 章　 職 員 の 人 事 及 び 服 務 等 （ 第 十 六 条 ・ 第 十 七 条 ） 」 に 改 め る 。

事 及 び 服 務 等 （ 第 二 十 五 条 ・ 第 二 十 六 条 ） 」

　 第 六 条 を 削 る 。

　 第 五 条 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 事 務 局 に 、 事 務 局 長 の ほ か 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 職 を 置 き 、 そ の 職 務 は 、 同 表 の 下 欄 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

　 第 五 条 第 二 項 中 「 前 項 第 三 号 か ら 第 六 号 ま で 」 を 「 前 項 の 表 第 一 号 、 第 二 号 及 び 第 五 号 か ら 第 十 二 号 ま で 」 に 改 め 、

同 条 第 三 項 を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 「 及 び 前 項 」 を 削 り 、 「 第 二 条 の 二 」 を 「 第 三 条 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、

同 条 第 五 項 中 「 第 一 項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で 」 を 「 第 一 項 の 表 第 一 号 か ら 第 十 号 ま で 」 に 、 「 第 三 項 に 定 め る 職 は 、 」

を 「 前 項 の 班 長 は 」 に 、 「 も つ て 」 を 「 も っ て 」 に 、 「 第 一 項 第 五 号 及 び 第 六 号 」 を 「 同 表 第 十 一 号 及 び 第 十 二 号 」

に 、 「 、 書 記 以 外 」 を 「 書 記 以 外 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 四 項 と し 、 第 三 章 中 同 条 を 第 六 条 と す る 。

　 第 二 章 中 第 四 条 を 第 五 条 と す る 。

　 第 三 条 の 前 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 議 事 課 の 項 中 第 五 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 五　 協 議 又 は 調 整 を 行 う た め の 場 に 関 す る こ と 。

　 第 三 条 議 事 課 の 項 中 第 六 号 及 び 第 七 号 を 削 り 、 第 八 号 を 第 六 号 と し 、 第 九 号 か ら 第 十 四 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 上 げ 、

同 条 を 第 四 条 と し 、 同 条 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 事 務 分 掌 ） 」 を 加 え る 。

　 第 二 条 の 二 を 第 三 条 と す る 。

　 第 七 条 第 一 号 中 「 を 除 く 」 を 「 及 び 臨 時 的 任 用 職 員 を 除 く 。 次 号 及 び 第 三 号 に お い て 同 じ 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 及 び

第 三 号 中 「 （ 役 付 職 員 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 九 号 か ら 第 十 一 号 ま で を 削 り 、 同 条 第 八 号 中 「 事 項 の 」 の 下 に 「 通
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番 号
一

二
三

四
五

六
七

八
九

十
十 一

十 二

職

次 長
参 事

課 長
手 当 認 定 員

上 席 主 幹

主 幹
副 主 幹

主 査
主 任

主 事
技 能 主 任

技 能 技 師

職　　　　　　　　　　　 務

事 務 局 長 を 補 佐 し 、 事 務 局 長 に 事 故 が あ る と き 又 は 事 務 局 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職 務 を 代

理 す る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 県 議 会 に 関 す る 特 に 重 要 な 事 項 の 企 画 、 調 整 等 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 課 の 事 務 を 掌 理 し 、 所 属 の 職 員 を 指 揮 監 督 す る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 職 員 の 扶 養 手 当 、 住 居 手 当 及 び 単 身 赴 任 手 当 の 届 出 に 係 る 事 実 の 確 認 、

額 の 決 定 等 並 び に 児 童 手 当 の 受 給 資 格 及 び 額 の 認 定 等 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 県 議 会 に 関 す る 重 要 事 項 の 企 画 、 調 査 等 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 特 定 の 重 要 事 項 の 企 画 、 調 査 等 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 特 定 の 事 務 の 企 画 、 調 査 等 に 関 す る 事 務 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 事 務 を つ か さ ど る 。

上 司 の 命 を 受 け て 、 相 当 の 経 験 を 必 要 と す る 技 術 業 務 に 従 事 す る 。
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知 、 」 を 加 え 、 「 、 通 知 」 を 削 り 、 同 号 を 同 条 第 十 三 号 と し 、 同 条 中 第 七 号 を 第 十 二 号 と し 、 第 六 号 を 削 り 、 第 五 号 を

第 十 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

　 十 一　 次 長 及 び 課 長 の 欠 勤 に 関 す る こ と 。

　 第 七 条 第 四 号 中 「 （ 参 事 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 を 削 り 、 同 号 を 同 条 第 八 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の 一

号 を 加 え る 。

　 九　 次 長 及 び 課 長 の 週 休 日 の 振 替 、 半 日 勤 務 時 間 の 割 振 り 変 更 及 び 休 日 の 代 休 日 の 指 定 に 関 す る こ と 。

　 第 七 条 第 三 号 の 次 に 次 の 四 号 を 加 え る 。

　 四　 職 員 の 給 与 に 関 す る こ と 。

　 五　 職 員 の 営 利 企 業 等 従 事 の 許 可 及 び 団 体 等 役 職 員 就 任 に 対 す る 承 認 に 関 す る こ と 。

　 六　 次 長 （ 参 事 を 含 む 。 以 下 こ の 条 及 び 第 九 条 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 課 長 の 事 務 の 引 継 ぎ に 関 す る こ と 。

　 七　 次 長 及 び 課 長 の 赴 任 延 期 に 関 す る こ と 。

　 第 八 条 中 第 二 号 及 び 第 三 号 を 削 り 、 第 一 号 を 第 三 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　 一　 所 属 の 職 員 の 事 務 の 引 継 ぎ に 関 す る こ と 。

　 二　 所 属 の 職 員 の 事 務 分 担 に 関 す る こ と 。

　 第 八 条 第 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 四　 所 属 の 班 長 の 週 休 日 の 振 替 、 半 日 勤 務 時 間 の 割 振 り 変 更 及 び 休 日 の 代 休 日 の 指 定 に 関 す る こ と 。

　 第 八 条 第 五 号 中 「 班 長 」 を 「 所 属 の 班 長 」 に 改 め 、 同 条 第 八 号 中 「 通 知 」 の 下 に 「 、 照 会 」 を 加 え 、 「 、 照 会 」 を 削

る 。

　 第 九 条 第 一 号 中 「 職 員 」 の 下 に 「 （ 次 長 及 び 課 長 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 三 号 中 「 身 上 調 査 」 を 「 職 員 の 身 上 調

査 」 に 改 め 、 同 条 第 四 号 中 「 （ 臨 時 的 任 用 職 員 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 中 第 七 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 八 号 と し 、 同 条

第 五 号 中 「 並 び に 部 分 休 業 」 を 「 及 び 配 置 」 に 改 め 、 同 号 を 同 条 第 七 号 と し 、 同 条 第 四 号 の 次 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

　 五　 職 員 の 修 学 部 分 休 業 、 高 齢 者 部 分 休 業 及 び 自 己 啓 発 等 休 業 に 関 す る こ と 。

　 六　 職 員 の 通 勤 手 当 の 届 出 に 係 る 事 実 の 確 認 、 額 の 決 定 等 に 関 す る こ と 。

　 第 五 章 を 削 る 。

　 第 十 二 条 中 「 者 」 を 「 場 合 」 に 、 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 改 め 、 第 四 章 中 同 条 を 第 十 五 条 と す る 。

　 第 十 一 条 を 第 十 四 条 と し 、 第 十 条 を 第 十 三 条 と し 、 第 九 条 の 四 を 第 十 二 条 と す る 。

　 第 九 条 の 三 中 第 六 号 を 第 七 号 と し 、 第 五 号 を 第 六 号 と し 、 同 条 第 四 号 中 「 通 知 」 の 下 に 「 、 照 会 」 を 加 え 、 「 、 照

会 」 を 削 り 、 同 号 を 同 条 第 五 号 と し 、 同 条 中 第 三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 を 第 三 号 と し 、 第 一 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え

る 。

　 二　 所 属 の 職 員 の 週 休 日 の 振 替 、 半 日 勤 務 時 間 の 割 振 り 変 更 、 時 間 外 勤 務 代 休 時 間 及 び 休 日 の 代 休 日 の 指 定 に 関 す る

こ と 。

　 第 九 条 の 三 を 第 十 一 条 と し 、 第 九 条 の 二 を 第 十 条 と す る 。

　 第 二 十 五 条 第 三 項 中 「 課 長 以 上 又 は こ れ に 相 当 す る 職 に あ る 者 に 対 し て は 事 務 局 長 が 、 そ の 他 の 者 に 対 し て は 所 属 課

長 が 」 を 削 り 、 第 六 章 中 同 条 を 第 十 六 条 と す る 。

　 第 二 十 六 条 中 「 第 一 条 」 を 「 同 訓 令 第 一 条 」 に 、 「 第 六 条 」 を 「 同 訓 令 第 六 条 」 に 、 「 第 七 条 第 三 項 」 を 「 同 訓 令 第

七 条 第 三 項 」 に 、 「 第 十 条 第 二 項 」 を 「 同 訓 令 第 十 条 第 二 項 」 に 、 「 第 十 条 の 二 及 び 」 を 「 同 訓 令 第 十 条 の 二 及 び 」

に 、 「 第 十 一 条 」 を 「 同 訓 令 第 十 一 条 」 に 、 「 第 十 四 条 」 を 「 同 訓 令 第 十 四 条 」 に 、 「 第 二 十 一 条 」 を 「 同 訓 令 第 二 十

一 条 」 に 、 「 様 式 第 一 号 」 を 「 同 訓 令 様 式 第 一 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 七 条 と す る 。

　 第 六 章 を 第 五 章 と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

秋 田 県 議 会 訓 令 第 三 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事 務 局 一 般

　 秋 田 県 議 会 公 印 取 扱 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を 次 の よ う に 定 め る 。

　　 平 成 二 十 四 年 三 月 三 十 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秋 田 県 議 会 議 長　 大　 里　 祐　 一

　　　 秋 田 県 議 会 公 印 取 扱 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

　 秋 田 県 議 会 公 印 取 扱 規 程 （ 平 成 十 四 年 秋 田 県 議 会 訓 令 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 二 号 の 表 産 業 労 働 委 員 長 印 の 項 及 び 建 設 交 通 委 員 長 印 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
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　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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建 設
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